
平成 30 年度「地域発 元気づくり支援金」 水源の森を育てる地域間交流事業

09 木曽川と堀川・上下流をつなぐ交流会（上流編）

【期 日】 平成 30 年 7 月 1 日（土）10:30～15:30

【会 場】 上松町 赤沢自然休養林

【参 加 者】 上流域：大屋上松町町長以下 20 名（スタッフ、赤沢ガイド、一般公募参加者含む）

下流域：伊東名古屋副市長以下 77 名（スタッフ含む）、計 97 名

【内 容】 以下のとおり

名古屋市内を流れる堀川に木曽川の水を流す社会実験が行われたことを契機に、上下流双方の

住民の交流を目的として「木曽川と堀川・上下流をつなぐ交流会」が開催されました。

今回は、名古屋市民を中心に 77 名の方が上松町の赤沢自然休養林を訪れ、上松町の大屋町長

をはじめ上流域からは 20 名が参加しました。

参加者は始めに全員で森林鉄道に体験乗車していただき、終点からは 6 つの班に分かれ、地元

ガイドの案内を聴きながら、休養林内の各散策コースを巡りました。ガイドの皆さんには、それ

ぞれ休養林の成り立ちや林内の動植物を紹介していただくとともに、森林浴発祥の地であり現在

は地元の病院と連携して「森林セラピー」を行っている休養林の効果についても解説していただ

き、参加者の皆さんに約 1 時間 30 分程の散策を楽しんでいただきました。

散策の後は昼食をはさみ、敷地内にある交流センターにおいて、参加者全員による寄せ書きと、

ひのきの箸づくり体験を行いました。時間の都合上、箸づくり体験は希望者のみの参加でしたが、

35 名の方にご参加いただきました。

午後からは敷地内の森林教室広場に移動し、上下流双方の参加者が集まって「意見交換会」を

開催しました。Ａ～Ｆの各班より数名ずつ散策などの感想を述べていただき、最後は名古屋市の

伊藤副市長、上松町の大屋町長より相互への感謝とエールが送られました。

今回は下流域から上流域にお越しいただくという形で行われましたが、前日の夕方に降った雨

の影響もなく、当日は好天に恵まれた中で参加者はガイドを交えて散策をしていただきました。

各グループとも、ガイドさんの案内を熱心に聞いている姿が見受けられ、大変有意義な時間にな

りました。
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☆当日の様子

森林鉄道乗車の様子 散策の様子（赤沢ガイドより説明）

寄せ書きの様子 物販の様子

箸づくり体験の様子 交流会の様子

交流会の様子（御杣始祭の再現） 交流会の様子（下流域の感想発表）
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エール交換の様子（下流域から上流域へ） エール交換（上流域から下流域へ）

名古屋市副市長あいさつ 上松町長あいさつ

参加者全員での集合写真


